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4月18日（土）、19日（日）平城遷都1300年祭安 町プレイベント（主催：安 町観光振興・魅力発信
事業実行委員会）が開催されました。
午前中は、歴史探訪ウォーク、昼からは、陶芸絵付け体験や伝統芸能の演舞、そして、日没からは、安

町歴史民俗資料館周辺で1,000基を超える灯りをともす、あんど夢あかり“安燈会”が行われ、盛り沢山な
二日間でした。せんとくんも登場し、盛り上げてくれました。平成22（2010）年、平城遷都1300年祭に
は、どんなイベントが開催されるか楽しみです。

あんど夢あかり”安燈会”

6

歴史民俗資料館前駐車場であかりの山の広場

平城遷都1300年祭安 町プレイベント開催

飽波神社であかりの海の広場

中
家
住
宅（
窪
田
）前
に
せ
ん
と
く
ん
出
現



2Heart Full Information 広報あんど

●　お知らせ ●

町が国などから借入れる借入金であり、その行為を起債とい
います。
町は、起債の発行についての協議及び許可申請を行い、国の

地方債計画及び財政状況に応じて同意又は許可されます。
現在の残高は左表のとおりですが、元利償還金の一部が地方

交付税で交付される町債が大半であり、すべてが町の負担とい
うわけではありません。
この地方交付税措置の制度については、事業ごとに交付税算

入率等が異なり、複雑ですが、参考値として、平成19年度の元
利償還金の約58％が地方交付税として交付されています。

会計別予算の執行状況

町債の借入状況

公　債　費

民　生　費

土　木　費

総　務　費

衛　生　費

教　育　費

消　防　費

そ　の　他

合　　　計

６億2,006万円

７億0,315万円

２億4,141万円

４億8,668万円

３億8,732万円

２億4,739万円

１億1,542万円

１億5,464万円

29億5,607万円

６億1,881万円

５億5,395万円

9,119万円

２億9,763万円

３億0,415万円

１億8,212万円

１億1,346万円

１億3,236万円

22億9,367万円

予算額 支出済額

町 債 と は

会　計　名 9月末現在高

一 般 会 計 46億7,667万円

特 別 会 計 22億　393万円

水道企業会計 2億　721万円

合　　　　計 70億8,781万円

会　　　計　　　名 予算現計 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一　　般　　会　　計 29億5,607万円 26億4,085万円 89.3％ 22億9,367万円 77.6％
国　民　健　康　保　険 ８億1,310万円 ６億4,665万円 79.5％ ７億0,116万円 86.2％
老　　人　　保　　健 １億0,295万円 7,816万円 75.9％ 8,445万円 82.0％
住宅新築資金等貸付事業 1,855万円 259万円 14.0％ 1,850万円 99.7％
下　水　道　事　業 ５億 620万円 １億8,172万円 35.9％ ３億9,300万円 77.6％
介　　護　　保　　険 ４億7,366万円 ３億7,799万円 79.8％ ４億1,877万円 88.4％
後 期 高 齢 者 医 療 7,800万円 4,711万円 60.4％ 4,970万円 63.7％
小　　　　　　　　　計 19億9,246万円 13億3,422万円 67.0％ 16億6,558万円 83.6％
合　　　　　計 49億4,853万円 39億7,507万円 80.3％ 39億5,925万円 80.0％

特
　
別
　
会
　
計

予算額 支出済額 
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●　お知らせ ●

町の財政がどのように運営されているか、町民

のみなさんが納められた税金などがどのように使

われているかを理解していただくため、平成20年

度（平成21年3月31日現在）の財政状況をお知ら

せします。

一般会計予算の執行状況は、予算額29億5,607

万円に対し、歳入面の収入率は89.3％、歳出面の

執行率は77.6％です。また、特別会計予算の執行

状況は、総予算額19億9,246万円に対し、歳入面

の収入率67.0％、歳出面の執行率は83.6％とな

っています。

地方交付税

町　　　税

町　　　債

繰　入　金

国県支出金

使 用 料 等

繰　越　金

そ　の　他

合　　　計

12億2,113万円

７億8,254万円

１億4,000万円

6,137万円

３億7,942万円

7,102万円

１億1,976万円

１億8,083万円

29億5,607万円

12億8,854万円

８億1,817万円

6,340万円

０円

１億3,012万円

5,994万円

１億1,976万円

１億6,092万円

26億4,085万円

予算額 収入済額

基　金　の　状　況

一 般 会 計 の

基金の名称 目　　　　　　的 ３月末現在高

財政調整基金 災害等財政上必要とする財源の調整 ６億6,578万円

減債基金 町債の償還財源の確保 ４億7,785万円

公営住宅管理運営基金 公営住宅の管理運営を円滑に行うための財源 9,091万円

消防賞じゅつ金基金 町消防団員に賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金を授与するための財源 3,566万円

地域福祉基金 地域の保健・福祉の増進を図るための財源 6,580万円

文化振興基金 文化の振興と普及を通じ、豊かな地域づくりを推進するための財源 4,800万円

合　　　　　計 13億8,400万円

平成20年度下半期の

財政状況を

お知らせします

平成20年度下半期の

財政状況を

お知らせします

平成20年度下半期の

財政状況を

お知らせします

予算額 収入済額 
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●　お知らせ ●

○
高
額
療
養
費
に
つ
い
て

１
ヶ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

高
く
な
り
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
限
度

額
を
超
え
る
と
、
超
え
た
分
が
高
額
療

養
費
と
し
て
国
民
健
康
保
険
か
ら
払
戻

し
さ
れ
ま
す
。
こ
の
払
戻
し
の
基
準
と

な
る
自
己
負
担
限
度
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。
１
ヶ
月
の
医
療
費
が
こ
の
限
度

額
を
超
え
た
と
き
は
、
申
請
す
る
と
国

民
健
康
保
険
か
ら
払
戻
し
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

◆70歳未満の方

国
民
健
康
保
険

区　　　分 自 己 負 担 限 度 額

上 位 所 得 者 150,000円（83,400円）
（基礎控除後の所得が600万円以上） 医療費が500,000円を超えたときは、超えた分の1％を加えます。

80,100円（44,400円）
一　　　　　般

医療費が267,000円を超えたときは、超えた分の１％を加えます。

低所得者（住民税非課税） 35,400円（24,600円）

◆70歳以上75歳未満の方

※1．低所得者Ⅱ…同一世帯の全員が住民税非課税の人。（低所得者Ⅰ以外の人）
※2．低所得者Ⅰ…同一世帯の全員が住民税非課税でその世帯の判定対象者の各

所得が必要経費・控除をさし引いたときに0円となる人。（公的年金等控除
額は80万円とし計算します。）

※（ ）内の数字は、過去12ヶ月間に、一つの世帯で高額療養費の支給が4回以上
あった場合の4回目以降の自己負担限度額です。
※70歳未満の方は同一医療機関での支払いが対象となります。（同一医療機関でも各診療科、医科・歯科、
入院・通院は別計算します。）
※一つの世帯内で、同じ月内に21,000円以上の自己負担額を２回以上支払った場合、それらを合算して限
度額を超えた分が支給されます。
※70歳以上75歳未満の方は、全ての医療機関での支払いを合計した額が対象となります。
※入院時の食事代や保険がきかない差額ベッド料などは支給の対象外です。
※75歳到達月は、国保と後期高齢者医療制度の限度額がそれぞれ2分の１ずつとなります。

自 己 負 担 限 度 額
区　　　分

外来（個人ごと） （入院を含めた世帯合算）

80,100円　（44,400円）
一定以上所得者 44,400円 医療費が267,000円を超えたとき

は、超えた分の１％を加えます。

一　　　　　般 12,000円 44,400円

低 所 得 者 Ⅱ　※１ 24,600円

（住民税非課税） Ⅰ　※２
8,000円

15,000円

平成19年４月１日から、70歳未満の人が入院した場合、一医療機関の窓口での支払いは自己負担限
度額までとなりました。限度額は所得区分によって異なりますので、あらかじめ国民健康保険の窓口

に「限度額適用認定証」の交付を申請してください。この限度額適用認定証を医療機関の窓口に提示

することにより、窓口での支払いが自己負担限度額までとなります。

※住民税非課税世帯の人は「標準負担額減額認定証」、低所得者Ⅰ・Ⅱの人は「限度額適用・標準負担額減額

認定証」が必要ですので、国民健康保険の窓口に申請してください。

○入院したときの食事代 入院したときは、食事代の一部を負担していただきます。

① 一般（②、③以外の方） 1食　260円

90日までの入院 1食　210円

② 住民税非課税世帯・低所得者Ⅱ 90日を超える入院
（過去12ヵ月の入院日数）

1食　160円

③ 低所得者Ⅰ 1食　100円
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●　お知らせ ●

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
家
庭
に
お
け
る

生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
小
学
校

修
了
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
手
当
て
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

支
給
月
額

第
１
子
　
　
　
　
５，

０
０
０
円

第
２
子
　
　
　
　
５，

０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
１
０，

０
０
０
円

○
３
歳
未
満
の
児
童
は
一
律
月
額
１

万
円
。
ま
た
３
歳
到
達
後
の
翌
月

か
ら
は
、
第
１
子
・
第
２
子
の
手

当
月
額
は
５
千
円
。

○
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
一
定

額
以
上
所
得
の
あ
る
方
に
は
児
童

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
児
童
手
当
は
認
定
請
求
書
を
提
出

し
市
町
村
長
等
の
認
定
を
受
け
な

け
れ
ば
、
児
童
手
当
を
受
け
る
権

利
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

○
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
ま
だ

認
定
請
求
書
を
提
出
さ
れ
て
い
な

い
方
は
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

た
だ
し
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

支
給
時
期

児
童
手
当
は
、
毎
年
２
月
、
６
月
、

10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

所
得
限
度
額

（
左
表
参
照
）

認
定
請
求
に
必
要
な
も
の

・
認
定
請
求
書
（
住
民
課
に
あ
り
ま
す
）

・
印
鑑

・
健
康
保
険
証

・
預
金
通
帳
の
コ
ピ
ー
（
郵
便
局
以
外
）

「
児
童
手
当
現
況
届
」
の
提
出
を

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

引
き
続
い
て
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
「
現
況
届
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

後
日
郵
送
し
ま
す
届
出
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
６
月
中
に
住
民
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

○
健
康
保
険
被
保
険
者
証
等

○
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
で
安

町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

は
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
市
町
村

で
発
行
す
る
平
成
21
年
度
の
児
童

手
当
用
の
所
得
証
明

※
こ
の
届
出
書
が
な
い
と
６
月
以
降

の
手
当
の
支
給
が
差
し
止
め
ら
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

住
民
課
　
児
童
手
当
係

1
57
―
１
５
１
１
FAX
57
―
１
５
２
５

乳
幼
児
医
療
費
助
成
と
は
、
子
育
て

に
よ
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
育
て
が
出
来
る
環
境
を
整
え
る

た
め
に
、
通
院
・
入
院
等
の
医
療
費

（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）
を
就
学
前
ま
で

助
成
す
る
制
度
で
す
。

【
乳
幼
児
医
療
費
助
成
を

受
け
て
い
る
方
へ
】

乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
る

方
は
、
児
童
手
当
現
況
届
と
一
緒
に
乳

幼
児
医
療
受
給
資
格
証
更
新
の
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
申
請
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
で
対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
、

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
更
新
の
申
請
書(

住
所
・
氏
名
を
必

ず
記
入
し
、
印
鑑
を
お
し
て
く
だ

さ
い
。)

②
印
鑑

③
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証

お
問
い
合
せ

住
民
課
②
番
窓
口

児
童
手
当
と
は

健
康
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品

乳
幼
児
医
療
受
給
資
格
証

更
新
の
お
知
ら
せ
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●　お知らせ ●

公的年金受給の方で、今まで納付書か口座振替で納税していただいていた公的年金に係る町県民税が、公
的年金から引き落としされるようになります。このしくみを個人住民税の特別徴収制度といいます。今後の
高齢化社会の進展に伴い、公的年金を受給する高齢者が増加することが予想されているところであり、公的
年金受給者の納税便宜を図るとともに、市町村における徴収の効率化を図る観点から導入されます。
①対象者……………………前年中に公的年金等の支払いを受け、４月１日現在において老齢基礎年金等の支

払いを受けている65歳以上の方
②対象とならない方………老齢基礎年金等の給付の年額が18万円未満の方

受給年金が障害年金、遺族年金のみの方
介護保険料が特別徴収されていない方
特別徴収対象年金から、所得税、介護保険料、後期高齢者医療保険料又は国民健
康保険税を控除した後の額が町県民税の年税額より少ない方

③対象となる年金…………老齢基礎年金等の老齢又は退職を支給事由とする年金から引き落としされます。
④対象税額…………………公的年金等に係る町県民税の均等割額及び所得割額
⑤実施期間…………………平成21年10月支給分からです。
⑥特別徴収方法 （例）住民税の年税額が６万円（年金所得のみ）の場合

・年税額の１／４ずつ納付書で納めていただいてました。

・年度の上半期は、６月・８月に普通徴収（納付書や口座振替の方法）での納税となります。
・年度の下半期は、10月・12月・２月の年金から引き落としされます。

・年度の上半期は、前年の10月からその翌年の3月まで徴収された額の1／3が、4月・6月・8月の年金から引き落としされます。

・年度の下半期は、本年度の年税額から仮徴収された額を差引いた額の1／3が10月・12月・2月の年金から引き落としされます。

※新たに特別徴収の対象者となった方は、初年度は平成21年度と同様で始まり、次年度は平成22年度と同様になります。

※住民税の年金からの引き落とし（特別徴収制度）の導入は、納税方法を変更するものであり、この制度により、

新たな税負担が生じるものではありません。

お問い合せ 税務課　10743－57－1511（内線232／233）

平成21年10月から町県民税の公的年金からの特別徴収が始まります。

平成21年度所得証明書の
発行時期についてお知らせ

これまでの納め方 納付書で納める（又は口座振替）
月 6月 8月 10月 １月

税　　額 １万5千円 １万5千円 １万5千円 １万5千円
算出方法 １／4 １／4 １／4 １／4

10月からの納め方 徴収方法 普通徴収 特別徴収
期　　別 上半期 下半期

平成21年度 年金支給月 6月 8月 10月 12月 2月
（特別徴収 税　　額 1万5千円 1万5千円 1万円 1万円 1万円
開始年度） 年税額の 年税額の 年税額の 年税額の 年税額の

徴収税額
1／4 1／4 1／6 1／6 1／6

徴収方法 特別徴収
期　　別 上半期（仮徴収） 下半期（本徴収）
年金支給月 4月 6月 8月 10月 12月 2月
税　　額 1万円 1万円 1万円 1万円 1万円 1万円

前年の10月 前年の10月 前年の10月
から3月まで から3月まで から3月まで

年税額から仮 年税額から仮 年税額から仮

徴収税額 に徴収した額 に徴収した額 に徴収した額
徴収した額を 徴収した額を 徴収した額を

の1／3（前年 の1／3（前年 の1／3（前年
引いた額の 引いた額の 引いた額の

度2月と同じ額） 度2月と同じ額） 度2月と同じ額）
1／3 1／3 1／3

例年６月初旬に発行しておりました、奨学金や児童
手当等に使用する当該年度の所得証明書が平成21年度
から年金特別徴収制度が始まることにより６月中旬以
降からの発行となりますので、ご了承ください。

（
特
別
徴
収
継
続
年
度
）

平
成
22
年
度



7 広報あんど　Heart Full Information

●　お知らせ ●

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
「
居
住
費

（
室
料
・
光
熱
水
費
相
当
）」
と
「
食
費

（
食
材
料
費
と
調
理
コ
ス
ト
）」
が
保
険

給
付
の
対
象
外
と
な
り
、
利
用
者
の
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
低
所

得
者
の
方
に
は
負
担
が
重
く
な
ら
な
い

よ
う
に
軽
減
策
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
の
方

で
、
次
の
利
用
者
負
担
段
階
に
該
当
す

る
方
は
６
月
30
日（
火
）ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
も

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
３
施
設
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
含
む
）

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）
・
介
護
老
人
保
健
施

設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

○
申
請
時
に
必
要
な
も
の

介
護
保
険
証
・
印
鑑

お
問
い
合
せ

安

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内

健
康
福
祉
課

1
57
―
１
５
９
０
FAX
57
―
１
５
９
２

こ
の
制
度
は
、
本
年
度
に
高
等
学
校

等
に
入
学
さ
れ
、
勉
学
す
る
意
欲
が
あ

り
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
方
に
修
学
奨
励
資
金
を
給
付

す
る
制
度
で
す
。

給
付
条
件

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

１

修
学
奨
励
資
金
を
受
け
る
方
及
び

そ
の
世
帯
が
、
入
学
年
度
の
４
月
１

日
現
在
で
安

町
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
こ
と

２

本
年
度
に
高
等
学
校
等
に
入
学
さ

れ
た
方

３
　
経
済
的
に
修
学
が
困
難
な
方

４

奈
良
県
な
ど
の
公
的
な
奨
学
金
の

貸
与
制
度
を
活
用
さ
れ
て
い
る
方

受
付
期
間

６
月
〜
10
月
末

注
意
事
項

※
平
成
21
年
度
よ
り
、
大
学
・
短
期
大

学
に
入
学
の
方
の
給
付
制
度
は
廃
止

と
な
り
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

安

町
教
育
委
員
会
事
務
局

1
57
―
２
０
３
３
又
は
２
２
８
１

生
駒
郡
で
は
、
各
町
合
同
で
、
平
成

22
年
度
に
小
学
校
へ
就
学
さ
れ
る
お
子

様
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
教
育
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
専
門
的
な
知
識
を
も

っ
た
特
別
支
援
教
育
関
係
教
員
や
教
育

委
員
会
事
務
局
職
員
が
チ
ー
ム
を
組
ん

で
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
子
様

の
発
育
や
発
達
に
つ
い
て
心
配
や
不
安

の
あ
る
方
は
、
左
記
の
方
法
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

☆
お
子
様
に
こ
ん
な
様
子
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
か
？

・
テ
レ
ビ
や
絵
本
を
見
る
と
き
、
目
を

極
端
に
近
づ
け
る

・
名
前
を
呼
ん
で
も
気
が
付
か
な
い
こ

と
が
あ
る

・
手
足
を
動
か
そ
う
と
し
て
も
思
う
よ

う
に
動
か
せ
な
い

・
こ
と
ば
の
遅
れ
や
、
発
音
・
き
つ
音

が
気
に
な
る

・
知
恵
づ
き
や
日
常
生
活
に
お
け
る
発
達

が
全
体
的
に
遅
い
よ
う
で
気
に
な
る

・
人
前
で
は
極
端
に
引
っ
込
み
が
ち
に

な
り
、
全
く
話
さ
な
い

・
人
に
関
心
を
示
さ
ず
、
子
ど
も
ど
う

し
で
遊
ぶ
こ
と
が
な
い

・
落
ち
着
き
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど
じ
っ

と
し
て
い
な
い
　
　
　
な
ど
、

☆
相
談
及
び
指
導
助
言
の
内
容

（
１
）
障
害
に
関
す
る
こ
と

（
２
）
障
害
に
関
す
る
治
療
、
訓
練
等
に

関
す
る
こ
と

（
３
）
療
育
や
保
育
に
関
す
る
こ
と

（
４
）
就
学
ま
で
の
家
庭
教
育
に
関
す
る

こ
と

（
５
）
そ
の
他
必
要
な
こ
と

☆
申
込
の
手
続
き

①
申
込
方
法

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
下
部
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
通
園
先
又
は
教
育

委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
教
育
委
員
会
事

務
局
、
健
康
福
祉
課
、
住
民
課
に
あ

り
ま
す
）

②
申
込
期
日

６
月
23
日
（
火
）
ま
で

☆
実
施
期
日
及
び
会
場

７
月
28
日（
火
）
斑
鳩
町
中
央
公
民
館

☆
お
問
い
合
せ

安

町
教
育
委
員
会
事
務
局

1
57
―
２
０
３
３
　
谷
本

な
お
、
就
学
指
導
に
か
か
る
教
育
相

談
は
、
町
教
育
委
員
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
随
時
、
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
右
記
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
証
の
申
請
に
つ
い
て

平
成
21
年
度
　
安
堵
町
高
等
学

校
等
修
学
奨
励
資
金
に
つ
い
て

就
学
予
定
児
教
育
相
談
の
ご
案
内

利用者負担段階

本人及び世帯全員が住民税非

第１段階 課税者であって、老齢福祉年

金の受給者、生活保護の受給者

本人及び世帯全員が住民税非

課税者であって、合計所得金
第２段階

額＋課税年金収入額が80万円
以下の人

本人及び世帯全員が住民税非

第３段階 課税者であって、利用者負担

段階第２段階以外の人



場
所：
奈
良
県
医
科
大
学
付
属
病
院
　
２

階
　
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
内

1
０
７
４
４
―
22
―
１
３
８
０（
直
通
）

相
談
日：

火
曜
日
・
木
曜
日
・
金
曜
日

（
祝
日
・
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間：

午
前
10
時
〜
12
時

午
後
２
時
〜
４
時

※
面
接
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容：

・
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
な
ど
肝
疾
患
に
関
す

る
療
養
上
の
相
談
・
支
援

・
医
療
機
関
に
関
す
る
情
報
の
提
供

・
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
検
査
・
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
費
助
成
制
度
等
の
情

報
の
提
供
等

（
治
療
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
に

つ
い
て
は
、
医
療
機
関
で
の
対
応
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

相
談
員：

看
護
師
　
相
談
費
用：

無
料

設
置
主
体：

奈
良
県

高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
抱
え
る
悩
み

ご
と
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
生
き
が
い
、
家
族
・
家
庭
相
談
、
就

業
な
ど
一
般
相
談
〈
予
約
不
要
〉

日
時

月
曜
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◎
弁
護
士
に
よ
る
、
財
産
・
権
利
・
相

続
な
ど
専
門
相
談
〈
予
約
制
30
分
〉

日
時

第
１
・
２
・
４
火
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◎
場
所

奈
良
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
）

1
０
７
４
４
―
29
―
０
１
１
０

橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
―
11

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
４
階

詳
細
は
、
奈
良
県
高
齢
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検
索
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
関
係
の
図
書
・
ビ
デ
オ
の
閲

覧
・
貸
出
も
行
っ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
は
、
健
康
づ

く
り
の
基
本
。
自
分
や
家
族
の
健
康
づ

く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
こ
の
講

座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
程

７
月
７
日（
火
）・
７
月
15
日（
水
）・

７
月
29
日（
水
）・
８
月
７
日（
金
）・

９
月
２
日（
水
）・
９
月
17
日（
木
）

時
間：

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
（
８
月

７
日（
金
）・
９
月
２
日（
水
）
は

午
後
２
時
ま
で
）

場
所：

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

主
な
内
容

食
品
衛
生
・
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
生
活
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
な
ど
生
活
習
慣
病
予
防
・
調
理
実
習
・

手
軽
に
運
動
・
地
区
組
織
活
動
な
ど

※
講
座
を
修
了
さ
れ
た
後
は
、
食
生
活

改
善
推
進
員
に
な
っ
て
活
動
の
輪
に

加
わ
り
ま
し
ょ
う
。

〈
費
用
〉
テ
キ
ス
ト
代
（
約
１，
２
０
０
円
）

調
理
実
習
代
（
２
回
分
８
０
０
円
）

〈
申
し
込
み
〉
６
月
24
日
（
水
）
ま
で

安

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内

健
康
福
祉
課

1
57
―
１
５
９
１
FAX
57
―
１
５
９
２

（
申
込
み
者
が
少
な
い
場
合
は
、
開

催
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

教
育
課
程
及
び
学
習
内
容
等
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に，

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
学
校
見
学
会

日
時

６
月
３
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
12
時

◆
体
験
学
習

日
時

７
月
２
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
12
時

◆
教
育
相
談

事
前
に
連
絡
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
せ

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校（
担
当
辻
）

〒
６
３
４
―
０
１
４
１

高
市
郡
明
日
香
村
川
原
４
１
０

1
０
７
４
４
―
54
―
３
３
８
０

※
学
校
の
概
要
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
5 .kcn.ne.jp/̃kam

eisi1 /

日
　
時

６
月
17
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

持
ち
物

必
要
な
方
の
み

お
茶
、
上
靴
、
着
替
え

服

装

動
き
や
す
く

汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

だ
い
ど
う
幼
稚
園

1
57
―
３
５
５
６

日
時

６
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
３
階
会
議
室

お
問
い
合
せ

安

町
身
体
障
害
者
会

会
長
　
伊
藤
　
陞
ま
で

1
57
―
３
４
６
９

8Heart Full Information 広報あんど

●　お知らせ ●

健
康
づ
く
り

食
生
活
講
座
の
募
集

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校（
在

宅
訪
問
教
育
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

奈
良
県
肝
疾
患
相
談
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て

高
齢
者
の
悩
み
ご
と
相
談

だ
い
ど
う
幼
稚
園

園
開
放
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
度
安
堵
町
身
体

障
害
者
会
総
会
の
ご
案
内



9 広報あんど　Heart Full Information

●　お知らせ ●

―大正時代から昭和時代初期―

平城遷都1300年記念特別企画

ふるさと安 ・人々の暮らし（3）

岡崎川の橋（現在中央に安 中央公園多目的広場となっている） 大和川板東中央に常徳寺の屋根が見える

今村勤三先生 紙芝居　村から村へ

―辻本奨之氏所蔵　辻本忠夫氏スケッチ画より―

相
談
日

6
月
11
日
（
木
）

時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

役
場
３
階
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

6
月
人
権
、行
政
相
談
日

毎

　
毎週日曜 朝９時より
安 中学校南側

■主催：ほっと安 朝市実行委員会
■お問い合せ：役場産業課　157－1511
毎月第１日曜日　先着100名様に花の苗などを無料配布しています。

（農地・水・環境保全対策事業への取組）

安心・安全な町内の朝取り野菜を安価でご提供します

雨天でも開催
しています

売り切れ
次第閉店させ
て頂きます



10Heart Full Information 広報あんど

菅原道真（845～903）
平安時代の役人として異例の出世を果

たすが、時の権力者である藤原氏などに
よって九州は太宰府に左遷され、失意の
中没する。死後、神格化され、今でも
「学問の神様」として信仰を集めている。

「・・・、書物を読むは心の有明なり、堪忍は一生の守り袋、足ることを知るは福の神、・・・」これは、今から
約1100年も昔、菅原道真が書き記したという「菅公雑録二十九鈔」の中にある言葉です。
「堪忍」とは、「我慢する力」のこと。この一生の守り袋だとされる「がまんする力」が今の子どもたちは、大変弱
くなってしまった気がします。
昨今のテレビ・インターネット・ケータイ等の進歩は、「欲しい情報やモノがすぐに手に入る」便利な暮らしを可能
にしました。われわれ大人と違って、生まれたときからこうした環境にある子どもたちに「我慢
する力」が育ちにくいのは当然のことだと言えるかもしれません。
若い保護者の方の中にも、我慢が必要なのはわかるが、「どのように子どもを我慢させればいい
のかわからない。」「我慢させるのがかわいそうで、ついつい許してしまう。」という子育ての悩み
を聞かされることが多々あります。
確かに、「我慢」をすべて禁止的な「絶対ダメ！」と捉えると保護者もしんどい気がします。

そこで、幼い時は、 と考えてみては、どうでしょうか？

つまり、 という形です。

例えば、スーパーでアイスクリームを買ってもらったけど「今は食べるのを我慢して家に帰ってか
ら食べよう」とか、「学校から帰ったら宿題が終わるまではテレビは見ないでおこう」とか、そういっ
たちょっとした回り道が「我慢すること」であって、こうした場面は、日常生活の中に、たくさんあ
ります。あとは私たち大人が、その場面を子ども達に対して、いかに有効に活用するかだと思います。

子ども達の将来を見据えたうえで、幼少期の今、「我慢する力」をつけることの必要性を、もう一度
再確認してみてはいかがでしょうか。※ご意見・ご感想をお待ちしています。

スクールカウンセラーからのお知らせ
昨年に引き続き安 小学校に勤務させてもらう 遠 藤 充 彦 と言います。
子どもの成長とともに、子育てに対する不安やどのように接すればいいかわからなくなってきたなど、

様々な悩みが出てくると思います。そういう時は一人で抱え込まず、一度相談に来てみませんか。守秘義務
があるので、相談した内容を相談者の了解なしに口外することはありません。自分一人で抱え込まず、一緒
に考えていきましょう。 相談日　毎週水曜日　午前9時30分～午後3時30分　1 58-3900（直通）

格言・ことわざに見る　子育てのヒント第２の扉　⑨第２の扉　⑨

堪忍は一生の守り袋

て
い
か
か
ず
ら

下
ろ
し
金

大
根
や
わ
さ
び
の
下
ろ
し
金
は
、
い

っ
た
い
い
く
ら
位
す
る
も
の
な
の
か
、

せ
い
ぜ
い
千
円
前
後
だ
ろ
う
と
思
う
。

け
れ
ど
も
、
手
作
り
で
五
千
円
も
の

値
の
つ
い
て
い
る
の
が
あ
る
。
買
う
人

が
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
の
だ
け
れ

ど
も
、
高
級
料
理
店
な
ど
で
は
け
っ
こ

う
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
普
通

の
下
ろ
し
金
で
は
出
せ
な
い
よ
う
な
何

と
も
美
味
し
い
味
に
お
ろ
せ
る
の
だ
と

い
う
。
数
年
前
に
、
試
し
に
買
っ
て
み

た
が
、
惜
し
く
な
っ
て
未
だ
に
使
っ
て

い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
美
味
し
い
味
の
秘
訣
だ

け
れ
ど
も
、
こ
の
手
作
り
の
下
ろ
し
金

は
、
ま
ず
、
刃
が
鋭
い
こ
と
、
次
に
、

刃
は
一
つ
一
つ
タ
ガ
ネ
で
切
っ
て
立
て

て
い
く
の
だ
そ
う
だ
が
、
そ
の
一
つ
ひ

と
つ
の
刃
が
、
角
度
や
位
置
や
大
き
さ

が
微
妙
に
違
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
規
格

品
で
は
出
せ
な
い
う
ま
味
を
生
み
出
し

て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

人
間
の
社
会
も
そ
う
な
の
だ
ろ
う
と

思
う
。
規
格
品
が
多
す
ぎ
な
い
か
。

（
文
責
　
中
川
）

やりたいことをやらせないというわけではなく、
結果的には実現できるけれども少しだけ回り道をさせる。

がまんできる力 ＝ 今したいことを少し先に延ばせる力 ＝ 目標のために頑張れる力

我慢（がまん）＝　少しだけ回り道
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第１の扉　#2第１の扉　#2

じめじめした梅雨の季節がやってきますが、安 の子どもたちはすくすく元気に過ごしています。

確かな学力の向上に向けて（学校・家庭・地域の連携）その⑤
今回のテーマは

早寝早起きで、やる気Ｕｐ（アップ）！がテーマです。

「寝る子は育つ」という言葉通り、よく寝ることで、成長ホルモンの分泌は盛んに
なります。また、この成長ホルモンは、体と脳の成長・発達に欠かせないものです。
朝、子どもが自分で起きてくる時は睡眠が足りていると思われますが、起こさない
と起きられないのは睡眠不足です。子どもが自分で目覚めることができるように早く
寝かせて上げて下さい。

十分な睡眠は、学習意欲・運動意欲を伸ばします！

１年生が元気に登校！給食が始まりました。また、５・６年生では委員会活動も始まりました。

中学校生活の楽しみでもある、クラブ活動が本格的にスタートしています。

梅雨に負けるな安堵っ子、毎日元気に活動中！

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
行
っ
て
き
ま
す
」

元
気
な
声
が
響
き
ま

す
。

先
輩
後
輩
が
一
緒
に

な
り
「
同
じ
目
標
」

に
向
か
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

安

小
学
校

安

中
学
校
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花 し ょ う ぶ

6666月月月月 のののの 花花花花

●　お知らせ ●

〜
昔
の
く
ら
し
実
演
体
験
会
〜

稲
の
原
種
、
赤
米
等
（
古
代
米
）
の

手
植
え
体
験
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
秋
の
収
穫
時
に
は
稲
刈
り
・

稲
こ
き
…
と
、
自
分
で
植
え
た
赤
米
の

成
長
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
体
験
会

で
す
。

日
　
時

６
月
21
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

参
加
費

入
館
料

募
集
人
数

15
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み

窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
作
業
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
天
候
等
の
事
情
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
館
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

当
町
で
育
ま
れ
た
、
灯
芯
づ
く
り
の

技
術
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
同
時
に

わ
ら
製
の
ぞ
う
り
を
手
作
り
し
ま
す
。

日
　
時

６
月
28
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

参
加
費

入
館
料

募
集
人
数

10
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み

窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ぞ
う
り
作
り
参
加
者
は
、
は
さ
み
持
参

の
上
、
ズ
ボ
ン
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〜
昔
の
く
ら
し
実
演
体
験
会
〜

収
穫
し
た
菜
種
か
ら
、
食
用
や
灯
火

用
の
油
が
採
れ
ま
す
。

今
回
は
油
し
ぼ
り
と
、
菜
種
油
を
使
っ

た
体
験
が
で
き
ま
す
。

日
　
時

７
月
５
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

参
加
費

入
館
料
＋
材
料
費
（
２
０
０
円
）

指
　
導

奈
良
ネ
イ
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト

谷
口
　
暁
　
氏

募
集
人
数

10
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み

窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
秋
に
植
え
た
い
草
が
、
収
穫
の

時
期
を
迎
え
ま
す
。
灯
芯
の
原
料
・
い
草

の
刈
り
取
り
や
、
乾
燥
の
作
業
が
見
学
で

き
ま
す
。希
望
に
よ
り
体
験
も
で
き
ま
す
。

日
　
時

７
月
８
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

参
加
費

入
館
料

申
込
み

不
要
。
直
接
、
館
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
体
験
希
望
者
は
、
作
業
し
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
天
候
等
の
事
情
に
よ
り
、
日
程
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

館
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
・
場
所
・
申
込
み

安

町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
大
字
東
安

１
３
２
２
）

1
57
―
５
０
９
０
FAX
57
―
８
８
９
５

と
う

し
ん

灯
芯
ひ
き
･
体
験
会

わ
ら
ぞ
う
り
作
り

古
代
米
の
田
植
え
体
験

菜
種
の
油
し
ぼ
り
体
験

い
草
刈
り
見
学
会

昨年の古代米の田植え風景

灯芯ひき風景

昨年の菜種の油しぼり体験風景

い草干し風景
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●　スポーツ ●

日
時
　
６
月
13
日
（
土
）

６
月
27
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
集
合

種
目

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

ス
リ
ー
タ
ッ
チ

室
内
ペ
タ
ン
ク
等

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
資
格

町
内
在
住
者
・
在
勤
者
・

年
齢
不
問
・
親
子
で
の
参
加
歓
迎

受
付

当
日
受
付

日
時

６
月
20
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
集
合

場
所

安

中
央
公
園
多
目
的
広
場

受
付

当
日
受
付

日
時

６
月
21
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
集
合

場
所

安

中
央
公
園
多
目
的
広
場

参
加
資
格

町
内
在
住
者
・
在
勤
者

受
付

当
日
受
付

日
時

４
月
５
日
（
日
）

優
　
勝
　
西
安

準
優
勝
　
住
江
奈
良

日
時

４
月
12
日
（
日
）

男
子
の
部

優
　
勝
　
長
谷
川
浩
之

竹
田
　
博
文

準
優
勝
　
中
村
　
裕
和

宮
田
　
弘
幸

女
子
の
部

優
　
勝
　
長
谷
川
知
子

野
井
　
佳
子

準
優
勝
　
竹
野
美
恵
子

脇
　
　
節
子

日
時

４
月
12
日
（
日
）

混
合
の
部

優
　
勝
　
対
尾
　
光
春

山
本
　
早
喜

準
優
勝
　
伊
藤
紀
代
美

竹
中
　
典
子

�
�
�軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

��
��
��大

会
の
お
知
ら
せ

大
会
の
お
知
ら
せ

日
時

４
月
12
日
（
日
）

優
　
勝
　
ド
ジ
ラ
ー
ズ

準
優
勝
　
安

ホ
ー
ク

（
安

町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
主
催
）

プ
ロ
ボ
ー
ラ
に
よ
る
直
接
指
導
を
受

け
た
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
機
械
室
を

見
学
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

日
時

６
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時

場
所

ト
ド
ロ
キ
ボ
ー
ル

（
午
前
９
時
50
分
現
地
集
合
）

実
施
内
容

ボ
ウ
リ
ン
グ
指
導

２
ゲ
ー
ム

参
加
費

一
人
　
６
０
０
円

（
今
回
　
靴
代
無
料
）

参
加
資
格

町
在
住
者

定
員

20
組
60
名

（
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加

も
可
・
但
し
成
人
一
人
以
上
を

含
む
）

受
付

６
月
５
日
（
金
）
〜
15
日
（
月
）

９
日
（
火
）
休
館
日

代
金
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

受
付
場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

（
先
着
順
で
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

切
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

（
安

町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
主
催
）

遊
び
の
中
か
ら
体
を
動
か
し
て
楽
し

む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
開
催
し
ま
す

の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
11
日
（
土
）

午
前
９
時
30
集
合

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

内
容

ス
リ
ー
タ
ッ
チ

フ
ロ
ッ
カ
ー

囲
碁
ボ
ー
ル

キ
ン
ボ
ー
ル

デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー

輪
投
げ

ク
ロ
リ
テ
ィ

ス
ロ
ィ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
な
ど

受
付

当
日
受
付

参
加
資
格

町
在
住
者
・
在
勤
者
（
子

供
か
ら
シ
ル
バ
ー
世
代
ま
で
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
参
加
は
大
歓
迎
）

��
��
��安

堵
町
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委

員
会
よ
り
お
知
ら
せ

安

町
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委

員
会
よ
り
お
知
ら
せ

�
�
�第
35
回
少
年
野
球
大
会

�
�
�第35
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

�
�
�第35
回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

�
�
�第
27
回
テ
ニ
ス
大
会

�
�
�第
35
回
軟
式
野
球
大
会

�
�
�家族
ボ
ウ
リ
ン
グ
体
験
会

�
�
�第17回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

��
��
��

大
会
結
果

大
会
結
果

�
�
�軽スポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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●被害に遭いやすい場所
◎夜間不在となる事業所の駐車場
◎マンション駐車場
◎民間が経営する月極駐車場
◎深夜通行量が少ない道路沿いに
駐車されている車両
◎新興住宅地の死角となる民家ガ
レージに駐車されている車両等

●被害に遭いやすい時間帯
◎午後10時以降翌午前５時ごろま
での間

●被害に遭いやすい車両
◎純正カーナビが盗まれる傾向に
あります。
特にトヨタ系の車両でボクシー、

★カーナビ盗難が多発★
～被害に遭う前に、防犯対策について考えてください～

ノア、ウイッシュ等。
●被害防止対策（車上ねらい・部品
ねらい防止対策）
～車内に物を置かない
「空っぽ宣言」を実践する～
◎取り外し可能なカーナビは必ず
取り外す。
◎ドアロックは確実にする。
◎簡易な盗難防止警報装置等の取
り付けを検討する。
◎防犯カメラ・人感スピーカーな
どの防犯機器を設置する。
◎防犯機能の高い駐車場等を利用
する。

～プロフィール～
警察官を拝命してから34年にな

ります。
その間の30年を刑事畑で過ごし

て参りました。
駐在所勤務は32年ぶりとなりま

すので、行き届かない面があろう
かと思いますが、初心にかえりが
んばりたいと決意しております。
そのためには、住

民の皆さんのご協力
が必要となりますの
で、よろしくお願い
申し上げます。

新しく赴任してきた
安 駐在所の北村です。
皆さんよろしく
お願い申し上げます。

通報先　110番（警察本部）
10745―72―0110（西和警察署）
10743―57―2603（安 駐在所）

みんなでつくろう安全安心の街

安 駐在所
1・FAX 57―2603

●　スポーツ ●

又
、
今
年
度
は
、
次
の
事
業
を
計

画
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
一
度

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

毎
月
第
２
・
第
４
・
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
集
合

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

日
時

６
月
13
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
資
格

町
在
住
者
・
在
勤
者

リ
ズ
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
、
脳
ト
レ
体
操
、

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
、
セ
ラ
バ
ン
ド
、
お
手

玉
、
ボ
ー
ル
等
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
動

き
を
通
し
て
心
と
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

６
月
15
日
（
月
）
よ
り
毎
週
月

曜
日
（
除
祝
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
資
格

町
在
住
者
・
在
勤
者

参
加
費

ス
ポ
ー
ツ
保
険
未
加
入
の
方

は
当
ク
ラ
ブ
年
間
事
業
参
加
で
５
０

０
円

持
ち
物

飲
料
水
・
タ
オ
ル
・
上
靴
・

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

６
月
15
日
・
22
日
・
29
日
は
、
体
験

期
間
と
し
て
無
料
で
お
試
し
頂
け
ま

す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
・
申
込
み

安

中
央
公
園
体
育
館

1
58
―
４
０
１
１

真
美
健
康
体
操
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

田
坂
　
洋
子

日
時
　
６
月
20
日
（
土
）

午
後
３
時
〜

場
所
　
安

中
学
校
　
会
議
室

み
な
さ
ん
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

��
��
��安

堵
中
学
校

バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

安

中
学
校

バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

�
�
�なん
で
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室

�
�
�軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

�
�
�真美

健
康
体
操
サ
ー
ク
ル

メ
ン
バ
ー
募
集



15 広報あんど　Heart Full Information

●　健　　康 ●

健康 カ レ ン ダ ーこ ど も
事　業　名 日　　時 対　　象 持　ち　も　の 内　容　等

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

10 か　月　児
健　康　診　査

６月16日（火）
午後１時40分～55分
受付（受付時間がいつもよ
り10分早くなっています）

満９・10か月児

身体計測、歯科・育
児相談

12 か　月　児
健　康　相　談

６月16日（火）
午前９時30分～
45分受付

満12・13か月児

身体計測、医師診察、
栄養・育児相談
※10か月児健診時
に、赤ちゃんふれあ
い体験を実施しま
す。

４　か　月　児
健　康　診　査

６月16日（火）
午後１時15分～
30分受付

満３・４か月児

事　業　名 日　時 対　象 持ちもの 内　容　等

健　康　相　談
（役場ロビー）

６月５日（金）・７月３日（金）
午前９時～10時30分受付

毎 月 20 日 の
個別健康相談
（福祉保健センター）

６月19日（金）・７月17日（金）
２日前までに要予約
時間は予約時に相談の上決定

健康手帳
または
健康ファイル

町住民

血圧・体脂肪・腹囲測定、
尿検査、尿中塩分濃度測定
（料金２回分で100円）、開
眼片足立ち
（毎月20日の個別健康相談
では、体組成測定も実施）

便潜血反応検査
（採便済み容器回収）

胃部X線、胸部X線検診時に回収
健康手帳・
300円

35歳以
上住民

・予約された方には事前に容器
を郵送しています。採便した容
器を検診当日ご持参ください。

Ｂ型・Ｃ型肝炎
ウイルス検査

６月１日（月）
胃部X線検診の受付時間と同じ

健康手帳・
300円

40歳以
上住民

問診、血液検査
・今までに肝炎ウイルス検
査を受けていない方のみ

乳がん検診（視
触診・マンモグ
ラフィ併用検診）

６月９日（火）・10日（水）
午前：８時45分～９時15分・９時45
分～10時15分・10時45分～11時15分
午後：１時15分～１時45分・２時15
分～２時45分・３時15分～３時45分
６月10日は午前のみ

健康手帳・
1500円・
バスタオル

40歳以
上女性

・受診間隔
併用検診：２年に１回

胃部Ｘ線検診
６月１日(月)・６月２日(火)
午前：８時45分～９時

９時40分～55分
10時30分～45分

胸部Ｘ線検診のみ６月１日の午後
１時30分～２時も実施。

胸部Ｘ線検診

健康手帳・
800円

35歳以
上住民

・前日の午後９時以降は、
飲食と水・薬・たばこはお
控えください。
・金具のついていない薄手の
シャツを着てくると便利です。

健康手帳・
200円
＊喀痰検査
（300円）必
要な方のみ

40歳以
上住民

・65歳未満の方は間接撮影のみ
・喀痰検査容器は、胸部X線
検診時配布します。回収日
時は配布時お知らせします。

お と な

☆検診場所はいずれも福祉保健センター ☆対象年齢は平成22年３月31日現在です。
☆生活保護受給者は検診料無料になります。料金徴収時にお申し出ください。
☆年間予約制です。予約者には通知しています。予約がまだで受診希望の方、変更・取消される方は、至急
ご連絡ください。
☆必要以外の貴重品はお持ちにならないでください。検診時、貴重品は自己管理をお願いします。
☆検診事業向上のため検診結果の集計結果等を国や県に報告します。個人名等の情報提供や目的外使用は
ありません。ご理解の程よろしくお願い致します。

お問い合せ 福祉保健センター内　健康福祉課（157－1591 ＦＡＸ57－1592）
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●　健　　康 ●

み ん な で 健 康h e a l t hh e a l t h み ん な で 健 康

食
後
30
分
は
、
口
の
中
の
ph
値
が
下
が
り
、
歯

が
溶
け
出
し
ま
す
。
し
ば
ら
く
し
て
、
ph
値
が
中

性
に
戻
る
と
歯
の
溶
け
た
部
分
が
修
復
さ
れ
ま

す
。だ

液
が
歯
の
修
復
を
す
る
時
間
を
し
っ
か
り

と
る
に
は
、
食
事
（
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
も
含

む
）
の
間
隔
は
、
最
低
で
も
２
時
間
は
空
け
ま

し
ょ
う
。

☆
実
践
し
よ
う

◎
量
や
時
間
を
考
え
る
。
袋
の
ま
ま
あ
げ
ず
、

１
回
分
を
お
皿
に
分
け
る
。

◎
飲
み
物
と
食
べ
物
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
。

◎
食
べ
た
後
に
は
、
歯
み
が
き
か
、
う
が
い
を

す
る
。

◎
仕
上
げ
磨
き
は
、
子
ど
も
が
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
し
っ
か
り
み
が
け
る
小
学
生
低
学
年
ま

で
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
な
り
の
理
解
の
仕
方
で
、
家
族
が
、

自
分
の
歯
の
こ
と
、
体
の
こ
と
を
大
切
に
し
て

く
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
欲
し
が
る
よ
う
に
与
え
る
の
で
は
な

く
、
お
と
な
に
な
っ
て
も
続
け
て
い
け
る
習
慣

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
手
助
け
を
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

予
防
方
法
は
従
来
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
じ
で
す
。

「
マ
ス
ク
」
や
「
う
が
い
・
手
洗

い
」
が
効
果
的
で
す
。

１．

せ
き
ま
た
は
く
し
ゃ
み
を
す
る

時
は
、
鼻
や
口
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で

覆
っ
て
く
だ
さ
い
。
使
用
し
た
テ

ィ
ッ
シ
ュ
は
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
マ
ス
ク
を
し
て

く
だ
さ
い
。

２．

特
に
せ
き
ま
た
は
く
し
ゃ
み
の

後
や
帰
宅
し
た
時
に
は
、
石
け
ん

と
水
を
使
用
し
、
手
を
ひ
ん
ぱ
ん

に
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
ア
ル
コ
ー

ル
を
成
分
に
含
ん
だ
手
指
消
毒
薬

も
効
果
的
で
す
。

３．

自
分
や
他
人
の
眼
･
鼻
･
口
に

触
る
の
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。
菌

は
こ
の
経
路
で
広
が
り
ま
す
。

４．

病
気
の
人
と
の
密
接
な
接
触
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

５．

も
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

っ
た
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

他
人
を
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
、

職
場
ま
た
は
学
校
に
行
か
ず
、
他

人
と
の
接
触
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
推

奨
）

こ
ど
も
の
む
し
歯
は
、
お
菓
子
や

飲
み
物
の
食
べ
方
に
偏
り
が
あ
る
こ

と
が
原
因
に
な
り
ま
す
。

☆
ポ
イ
ン
ト
は
、
砂
糖
の
量
と
、

食
べ
る
時
間
。

コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
に
、
砂
糖
を
５

本
も
６
本
も
入
れ
る
と
甘
く
て
飲
め

ま
せ
ん
。
で
も
、
下
の
絵
の
よ
う
に
、

お
や
つ
に
は
、
酸
味
や
炭
酸
・
冷
た

さ
等
の
刺
激
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
た
く
さ
ん
の
砂
糖

を
と
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
要
注

意
で
す
。

子
ど
も
の
お
や
つ
の
砂
糖
量
は
、

15
ｇ
以
下
が
理
想
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
あ
な
た
の
お
う
ち
の
お
や
つ

は
ど
う
で
す
か
。

子
ど
も
の
む
し
歯
は
、

お
や
つ
の
工
夫
で
防
ぐ
！

子
ど
も
の
む
し
歯
は
、

お
や
つ
の
工
夫
で
防
ぐ
！

隠
れ
砂
糖
の
量
を
知
ろ
う

隠
れ
砂
糖
の
量
を
知
ろ
う

お
や
つ
の
時
間
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

だ
ら
だ
ら
食
べ
る
の
は
、
危
険
!!

お
や
つ
の
時
間
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

だ
ら
だ
ら
食
べ
る
の
は
、
危
険
!!

６月４日はむし歯予防デー　６月４日～６月10日　歯の衛生週間です。 ～かみしめる 生きる喜び 歯とともに～

アイスクリーム

30ｇ
チョコレート(１／２枚）

10ｇ
コーヒー飲料

10ｇ
スポーツドリンク

12ｇ
果汁入り清涼飲料水

14ｇ

アメ（２粒）

10ｇ
ソフトキャンディー（２粒）

10ｇ
麦茶

0ｇ 炭酸飲料

20ｇ
乳酸菌飲料（65P）
10ｇ

飲み物は、
コップ１杯
（180cc）
（乳酸菌飲料
除く）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
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17 広報あんど　Heart Full Information

●　お知らせ ●

カタル期（風邪のよ
うな症状）の１日前
から他人にうつる。

６月６日（土）
７月４日（土）

「小さい子の時間」（2・3歳～）
午後２時～２時20分

「大きい子の時間」（５歳～）
午後２時30分～３時
◎おはなし・絵本・紙芝居
◎場所：図書室

ママらっこ

¡６月12日（金）
「デイサービスとの

交流会」
¡７月10日（金）
パトカーと写真を撮ろう
「子どもの安全・防犯」
西和警察署と交通安全母の会
の協力により実施。
6月・7月は年齢制限がありません。
午前10時30分開始
福祉保健センター３階

工作クラブ

６月24日（水）
午後４時～５時

◎場所：福祉保健センター
会議室

◎道具はこちらで用意いた
します。
◎無料です。
お気軽に！

絵本のひろば
子どもが泣いても、おしゃ
べりしても大丈夫。
絵本の読み聞かせ、手遊び
は11時から

６月５日（金）
７月３日（金）
午前10時30分～12時
（入退出自由）

主催　子育てボランティア
Be
び

－輪
わ

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１１
テンイチ

（毎月11日は人権を

確かめあう日）という意味です。

安 町人権・同和問題啓発活動推進本部 毎月11日は人権を確かめあう日です

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー
●
は
利
用
日

安 町福祉保健センター図書室

福祉保健センター２階

157-1590 FAX57-1592

［利用時間］午前10時～午後５時

本の窓
6

月

子ども読書の日
『第5回本となかよし･おはなしひろば』
みんなで作って、楽しく遊びました！
４月25日（土）に子ども読書の日のイベ
ントの楽しい催しが行われました。“紙
相撲”では、子どもたちが自分で作った
おすもうさんを戦わせて遊びました。ま
た、“おはなしひろば”は毎年楽しみに
されている催しで、今年もたくさんの子
どもたちに喜んでいただきました。

1 2 3 4

・感じない子どもこころを扱えない大人

・白洲治郎占領を背負った男

・恐慌第2波 世界同時不況を日本が生き残る道

・意外に知らないモノの値段

・トップアスリート

・テンペスト（池永永一）

・革命のライオン（佐藤賢一）

・英雄の書（宮部みゆき）

・地図男（真藤順丈）

・ガンジス・レッド、悪魔の手と呼ばれしもの

（D・V・カーター）

おおととななのの本本棚棚

s
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

s
紙
ず
も
う
・

作
っ
て
遊
び
ま
し
た

おはなし会・ねこじゃらしさん
子育てボランティアＢｅ－輪さん
ありがとうございました！



大
字
窪
田
の
中
ほ
ど
（
通
称
中
窪
田
）

に
鎮
座
す
る
杵
築
神
社
は
、
窪
田
地
域

の
氏
神
で
す
。
も
と
は
大
和
川
寄
り
に

所
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
年

代
の
大
和
川
改
修
に
よ
っ
て
、
現
在
地

に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

ご
覧
の
地
図
は
大
正
十
四
年
（
一
九

二
五
）
と
、
改
修
が
行
わ
れ
て
い
た
昭

和
四
十
四
、
五
年
（
一
九
六
九
〜
七
〇
）

頃
の
神
社
周
辺
の
様
子
で
す
。
明
治
の

頃
ま
で
は
大
和
川
に
魚
梁
船
（
ぎ
ょ
り

ょ
う
せ
ん
・
や
な
ぶ
ね
）
が
通
い
、
米

等
の
農
産
物
が
川
を
下
り
、
当
時
盛
ん

に
獲
れ
た
鰯
や
油
粕
を
乾
燥
し
た
も
の

が
、
肥
料
と
し
て
、
荷
物
と
共
に
大
和

方
面
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。

現
在
の
Ｊ
Ｒ
大
和
路
線
（
当
時
は
大

阪
鉄
道
）
が
明
治
二
十
三
〜
二
十
五
年

﹇
一
八
九
〇
〜
九
二
﹈
に
奈
良
―
大
阪
湊

往
来
と
石
灯
籠

町
間
で
全
面
開
通
す
る
ま
で
は
、
人
や

物
の
往
来
は
人
力
や
牛
馬
、
船
な
ど
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
阪
鉄
道
の
開
通
以
前
の
明
治
二
〇

年
（
一
八
八
七
）
ま
で
、
奈
良
県
再
設

置
運
動
の
た
め
、
何
度
も
東
京
へ
陳
情

に
出
向
い
た
今
村
勤
三
（
一
八
五
二
〜

一
九
二
四
）
は
、「
安

よ
り
人
力
車
に

て
堺
又
は
大
阪
に
出
で
、
小
船
に
て
兵

庫
に
渡
り
そ
れ
よ
り
外
輪
の
小
蒸
気
船

で
海
路
横
浜
に
向
」
っ
た
と
い
い
ま
す

（『
松
風
』
一
九
三
八
刊
）。
遠
出
の
旅
の

無
事
を
願
い
、
長
男
の
幸
男

さ
き
お

氏
は
正
装

で
別
れ
の
杯
を
あ
げ
て
、
王
寺
駅
付
近

の
明
治
橋
（
現
王
寺
町
久
度
）
ま
で
見

送
っ
て
い
ま
す
。

幸
男
氏
は
「
父
の
不
在
中
我
等
は
氏

神
（
飽
波
神
社
）
に
日
参
し
、
父
の
安

全
を
祈
っ
た
」（
前
掲
書
）
こ
と
か
ら
も
、

か
つ
て
の
人
び
と
は
、
道
中
の
事
故
を

何
よ
り
も
案
じ
、
安
全
を
祈
願
し
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

先
述
の
杵
築
神
社
の
拝
殿
前
に
は
、

そ
ん
な
往
来
の
無
事
を
願
う
、
高
さ
２

㍍
内
外
の
石
灯
籠
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
正
面
）「
常
夜
燈
」

（
右
面
）「
海
陸
安
全
」

（
裏
面
）「
慶
應
四
辰
年

（

一

八

六

八

）

／
三
月
吉
日
」

（
台
石
）「
氏
子
中
谷
周
三
郎
」

と
あ
り
、
明
治
改
元
も
近
い
頃
、
海
路

や
陸
路
の
無
事
を
祈
願
す
る
銘
記
が
刻

ま
れ
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
く
三
郷
町
の
龍
田
大
社
境
内
に

も
「
海
上
安
全
／
大
坂
」「
江
戸
廻
／
酒

諸
荷
物
／
積
問
屋
仲
間
」
と
刻
ま
れ
た

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
造
立
の
常
夜

灯
石
灯
籠
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
風
神

と
さ
れ
る
同
社
に
、
荷
物
を
預
か
る
問

屋
仲
間
が
物
流
の
要
で
あ
っ
た
街
道
や

海
路
の
順
当
と
無
事
を
願
っ
て
奉
納
し

た
石
造
品
で
す
。
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●
広
報
安

第
４
３
９
号
　
２
０
０
９
年
６
月
１
日
発
行
　
●
発
行
・
編
集
／
安

町
役
場
・
総
務
課
　
■
〒
６
３
９-

１
０
９
５
　
奈
良
県
生
駒
郡
安

町
東
安

９
５
８
番
地
　
1
０
７
４
３-

５
７-

１
５
１
１
　
■
印
刷
／
橋
本
印
刷
株
式
会
社

町のうごき（５月１日現在） ■人口　8,030人（前月比９人増）男3,871人　女4,159人　■世帯数　3,252世帯（前月比10世帯増）

広報「あんど」は再生紙を使用しています。

昭和44年～45年「安堵村全図」より

大正14年発行２万５千分の１地図より

竿部分の「海陸安全」銘と
常夜灯正面（窪田・杵築神社）


